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男子が4年連続36回目の総合優勝

ローラースケート・全日本学生

女子はスピード制すも準優勝

全日本学生ローラースケート選手権が１０月８日から１０日、長野県岡谷市やまびこ公園ローラースケート

場で行われ、男子が４年連続３６回目の総合優勝を果たし、女子も総合で準優勝となった。

男子はホッケー部門で苦戦したものの、スピード部門で優勝。５０００メートルエルミネーションレース１位、

３００メートルタイムトライアルレース３位の斉藤卓聡主将（経済４・函館ラ・サール高）を中心に個々の力

量を発揮し、近大との同点優勝となった。

連覇を狙った女子も日本代表の森川友紀子（文４・橋本高）を中心に健闘。森川が３００メートルタイムトラ

イアルで１位となったほか、１６００メートルリレーでも１位に輝き、スピード部門を制した。しかし、男子同

様ホッケーが奮わず、惜しくも２位となった。

（澤田 和輝・法１）

▲スピード部門を制した女子。右が森川、左は庄司郁佳

男子エペ優勝、サーブル2位
女子フルーレ2位、エペ3位

フェンシング・関東学生選手権

関東学生フェンシング選手権が１０月６日から１３日まで、駒沢屋内球技場で行われ、男子がエペで優勝

を勝ち取った。サーブルでも２位、フルーレでも３位に入賞し、女子はフルーレで２位、エペで３位と健闘し

た。

下野滋史主将（商４・鹿児島南高）は「もう少しミスを減らすことが出来れば勝てる試合だった。インカレで

は絶対優勝したい」と力強く語った。彼らの熱い思いはどこまで届くのか。今後に注目していきたい。

個人戦の入賞者は次の通り。

▽男子フルーレ 下野＝２位、阿部秀嗣（経済３・今別高）＝４位▽男子サーブル 島村智博（経営３・東亜

学園高）＝２位、寺田直生（法４・埼玉栄高）＝３位、池澤春光（経営３・鳥取西工高）＝４位▽女子サーブ

ル 坂本芳恵（文３・大分豊府高）＝４位、荻祥子（文４・大分豊府高）＝５位

（矢口 蘭・文２）
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▲優勝を果たした男子エペのメンバー

団体2位と健闘

ボディビル・関東学生選手権

個人で松本優勝、柳生2位

１０月１７日、関東学生ボディビル選手権が東洋大学白山キャンパスで行われ、団体で２位に輝いた。

個人でも松本智之（経済４・伊奈学園高）が優勝、柳生利明（文４・北陸高）が２位と、上位を独占。松本は

部分賞（脚の部）と、ベストポーザー賞も受賞した。

平成１４年に部に昇格して以来、着実に実績を挙げている。今後のより一層の活躍を期待したい。

（澤田 和輝・法１）

▲松本主将（中央）を中心にボディビル部員一同

1部復帰へ前進

ラグビー・関東大学リーグ＜2部＞

つなぎのラグビー確立へ

関東大学ラグビーリーグ戦（２部）で専大は、４勝１敗（１１月７日現在）と、１部復帰というゴールに向けて

着実に走り続けている。

【１０／１６＝対国士大】終始攻勢を見せ、渋谷嘉広（商２・常総学院高）のトライなどで９１－３。

【１０／２４＝対埼玉工大】先制点を許すが、負けじと宮原田智史（商３・大阪工大高）のトライで同点。そ

の後も連続トライで突き放し、５１－１２。

【１１／７＝対立正大】両校ともディフェンスが踏ん張る緊迫したゲーム。７－１７で惜しくも敗れ、今季初黒

星を喫した。

残すは２試合。仲宗根弘明監督は「もう一度立て直し、今季やってきたつなぎのラグビーと基本をしっかり
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確立し、次の試合に備えたい」と語った。

（矢口 蘭・文２）

水球ベスト８

日本学生水泳競技大会

１０月２８日から３１日までの４日間、相模原市立総合水泳場で行われた日本学生選手権水泳競技大会・

水球競技で、水泳部（水球）が昨年に続きベスト８となった。

１回戦で岡山大に３２－０で快勝したが、続く準々決勝で今大会を制した日体大に３－１２で敗れた。

関東大学リーグ4位

テニス女子 悪天候続きペースつかめず

女子の関東大学テニスリーグ戦が１０月６日まで、昭和の森テニスクラブで行われ、２勝３敗で４位となっ

た。

不調が続く中、亜大戦（９／24）で４－３と初白星を飾る。しかし悪天候のため、試合が何度も延期になっ

たこともあり、ペースをつかめない。それでも最終日、日大戦では選手全員が力を出し切り、５－２で勝利

を収めた。

（柴田 麻実・文１）

明大降し1部残留

バレーボール・関東大学リーグ

秋季関東大学バレーボールリーグ戦（９月１１日～１０月１１日、駒沢屋内球技場ほか）で、専大は２勝８

敗の７位。等々力広人（経済３・岡谷工高）がスパイク賞を受賞した。

なお１０月１７日に行われた１・２部入れ替え戦は３－０で明大を降し、１部残留を決めた。

卓球部 男子秋期リーグ戦制覇を祝う
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卓球部男子の秋季関東学生リーグ戦優勝祝賀会が１０月13日、千代田区の如水会館で行われた。多く

の大学関係者や卒業生、卓球関係者にご出席いただき、三島英雄専務理事、増子恵一体育部長をはじ

め、ＯＢ・ＯＧの方からお祝いの言葉をいただいた。９年（１８シーズン）ぶり、２７回目の優勝ということで、

大いに盛り上がった。

この会で、部員たちはＯＢ・ＯＧの方々と名門・専大卓球部の復活を約束。さらなる発展を目指し、新たに

スタートしていくことを決意した。

（卓球部主務 小山武典＝経済２・柳川高）

▲あいさつする岩崎清信監督（撮影・伊藤明希）

スポーツカレンダー

◇アメリカンフットボール部

▽クラッシュボウル準決勝

（関東学生アメリカンフットボールプレーオフ）

１１月２３日（駒沢陸上競技場）

▽同決勝

１２月５日（味の素スタジアム）

◇居合道部

▽全日本学生大会

１１月２８日（同志社大学デービス記念館）

◇ゴルフ部

▽文部科学大臣杯争奪日本学生王座決定戦

１１月１６日（福岡県夜須高原カントリークラブ）

▽会長杯争奪関東学生新人戦

１２月１３日（神奈川県程ヶ谷カントリークラブ）

◇スピードスケート部

▽真駒内選抜競技会

１１月２０、２１日（北海道札幌市）

▽浅間選抜競技会

１１月２６～２８日（長野県松本市）

◇馬術部

▽関東学生女子競技大会

１１月１９～２１日（ＪＲＡ馬事公苑）

◇バスケットボール部

▽全日本学生選手権（男子）

▽全日本学生選手権（女子）

１１月２９日～１２月５日（国立代々木第２体育館他）

◇バドミントン部

▽関東学生新人選手権

１１月２日～１２月４日（日体大健志台米本記念体育館）
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◇バレーボール部

▽秩父宮賜杯全日本大学男子選手権

１２月６日～１２日（東京体育館）

◇ボウリング部

▽関東学生新人リーグ戦

１１月７日～２８日（田町ハイレーン）

◇陸上競技部

▽上尾シティーマラソン（ハーフ）

１１月２１日（立川市昭和記念公園）

記録コーナー

◇剣道部

▽全日本学生剣道優勝大会

（１０月３１日、大阪府立体育館）ベスト１６

◇準硬式野球部

▽東都大学準硬式野球秋季リーグ戦（９月７日～１０月１８日、八王子市民球場他）５勝７敗１分＝５位

※新井藍外野手（商３・松代高）が通算３度目のベストナインを受賞。

◇卓球部

▽全日本学生卓球選手権（１０月７～１０日、愛知県体育館）【男子ダブルス】山城譲二（商４・柳川高）・原

雅彦（商２・青森山田高）＝５位、川口陽陽（法４・明徳義塾高）・猪本亮（経済３・徳島北高）組＝６位※い

ずれもベスト８進出。順位はランキングによる【男子シングルス】原＝ベスト１６【女子シングルス】杉田早

苗（商１・四天王寺高）＝ベスト１６
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